
● 財政健全化のために進めている主な取り組み

特集

収
入
は
減
り
歳
出
は
増
。そ
の
中
で
で
き
る
こ
と
を

前
橋
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
地
方
交
付
税
の
見
通
し

　

一
定
の
行
政
水
準
を
確
保
す
る
た
め
、

財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
。
本
市
の
平
成
27
年
度
決

算
で
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
に
占
め
る

割
合
は
11
㌫
で
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

本
市
は
平
成
16
年
に
市
町
村
合
併
を

実
施
。
合
併
後
10
年
間
は
旧
市
町
村
分

を
合
算
し
た
交
付
税
額
か
ら
急
な
変
化

が
生
じ
な
い
措
置
を
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
後
は
行
政
の
効
率
化
が
進
ん
だ
も
の

と
し
て
、
５
年
間
で
段
階
的
に
縮
減
さ

れ
ま
す
。
本
市
で
も
平
成
27
年
度
か
ら 

縮
減
が
始
ま
り
、
32
年
度
以
降
は
約
30 

億
円
も
の
減
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　

財
源
確
保
が
厳
し
く
な
る
中
、
行
政

の
効
率
化
と
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
重
点
事
項
の
一
つ
に
職
員
数
の

適
正
化
を
位
置
付
け
、
平
成
16
年
度
の

合
併
時
に
は
３
，
１
３
０
人
だ
っ
た
職

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
情
勢
な

ど
を
踏
ま
え
、
多
分
野
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
学

校
の
耐
震
化
や
各
種
検
診
へ
の
支
援
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
道
路
の
整
備
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
保
障
費
の
増
加
や
清
掃

工
場
の
延
命
化
工
事
な
ど
老
朽
化
し
た

施
設
の
維
持
や
更
新
、
子
育
て
支
援
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め
て
い
か
な

員
数
を
29
年
度
ま
で
に
５
１
４
人
減
員

す
る
な
ど
、
人
件
費
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
活
力
の
導

入
や
施
設
の
電
力
供
給
先
見
直
し
に
よ

る
経
費
削
減
、
印
刷
物
へ
の
有
料
広
告

の
掲
載
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名

権
）
導
入
な
ど
に
よ
る
歳
入
確
保
も
積

極
的
に
実
施
。
改
革
の
効
果
は
平
成
28

年
度
で
16
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
未
来
へ
向
け
て

　

行
財
政
改
革
に
力
を
注
い
で
い
る
も

の
の
、
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
の
大
幅

な
減
収
、
歳
出
で
は
社
会
保
障
費
の
増

加
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
基
金
残
高
も
減

少
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
一
方
、
地
方
分
権
に
よ
り
市
町
村

の
業
務
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
安
定

し
た
市
政
運
営
を
続
け
、
前
橋
を
将
来

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
私

た
ち
の
責
務
で
す
。
緊
急
性
や
優
先
度

な
ど
を
基
準
に
さ
ら
な
る
事
業
の
見
直

し
を
進
め
、
本
市
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施設を統合し、業務を効率化 公共施設の命名権を導入 民間活力の導入

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
期
間
は

お
お
む
ね
３
年
。
そ
の
後
の
定
住
を
目

指
し
活
動
し
ま
す
。
大
胡
支
所
を
拠
点

に
、
赤
城
南
麓
地
域
を
中
心
に
地
域
づ

く
り
や
農
業
支
援
、
観
光
振
興
、
移
住 

推
進
の
た
め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
情
報
発
信
な
ど
を
行
う
予
定
。
隊

員
と
地
元
市
民
、
そ
し
て
、
行
政
が
一

体
と
な
り
、
赤
城
南
麓
地
域
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
他
に
も
本
市
で
は
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
な
ど
、
移
住
を
希
望
す
る
若
者

や
移
住
者
受
け
入
れ
企
業
へ
奨
励
金
や

補
助
金
を
支
給
し
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
た
な
仲
間
の
夢
が
か
な
う
こ
と
、

そ
れ
は
前
橋
の
希
望
で
す
。

地方交付税のうち普通交付税見込額

※平成26年度の交付税額をもとに推計。
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旧前橋市
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する

億
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旧町村

△約30億円
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チッタスローとは…
イタリア語でスローシティー
の意。1999年イタリアから
始まった運動。地域の食や
農産物を大切にするスロー
フード運動の精神を取り入
れるなど個性を重視した新
たなまちづくりを目指す。

　県内への移住や、田舎暮らしに興味がある人な
どを対象に「ぐんま暮らし相談会 」を開催。市町
村や就職相談のブースを設置し、個別相談に応じ
ます。前橋市からも、移住コンシェルジュが参加
します。
日時＝８月５日㈯午前11時30分～午後３時30分
会場＝東京交通会館（東京都千代田区有楽町 ）

当日会場へ直接
県地域政策課 ☎027-226-2371

住みたい、戻りたい、を応援
都内で移住希望の相談会を開催

ジョブセンターまえばし ヤマダグリーンドーム前橋 中央児童遊園（るなぱあく）

　

前
橋
市
は
赤
城
南
麓
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
た
め
、
チ
ッ
タ
ス
ロ
ー
協
会
へ

の
加
入
を
申
請
。
審
査
の
結
果
、
５
月

12
日
に
前
橋
・
赤
城
地
域
の
加
入
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
と
り
あ
る
質
の
高
い
生
活
や
食
文

化
と
環
境
を
尊
重
し
た
都
市
の
実
現
を

目
的
と
し
、
本
市
の
友
好
都
市
・
イ
タ

リ
ア
・
オ
ル
ビ
エ
ー
ト
市
に
本
部
を
置

く
チ
ッ
タ
ス
ロ
ー
協
会
。
今
回
、
同
協

会
に
加
入
を
認
定
さ
れ
た
の
は
、
前 

橋
・
赤
城
地
域
（
宮
城
・
富
士
見
地
区
、 

芳
賀
・
大
胡
・
粕
川
地
区
の
一
部
）。

　

国
内
で
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
続

き
、
２
例
目
の
認
定
で
す
。

　

本
市
で
は
、
加
入
を
記
念
し
秋
ご
ろ

に
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
。
今
後

も
、
前
橋
・
赤
城
地
域
の
豊
か
な
環
境 

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

赤
城
南
麓
か
ら
発
信

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
ま
す
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